
◆学校給食の無償化

◆子育てなんでもセンター

◆子育てＳＯＳサービス

2026年４月から市立の

小・中・特別支援学校の給食費を完全無償化し

ていく。

１カ所でさまざ

まな相談ができ、必要な支援が受けられる。子

育てや就労支援、託児など、市や関係機関、Ｎ

ＰＯ団体などが一体となって運営している。

電話１本で妊娠期

や就学前児童のいる家庭にヘルパーが出向き、

◆居場所づくり事業

◆保育所の入所を通年受け付け

家事や育児のサポートを行う（利用料は１時間

250円 電話や面談で育児に関する相談にも対

応する

夏休みなど長期休暇期

間のみ放課後児童クラブへ入所を希望する保護

者のニーズに応え 市保健センターと倉渕を除

く各地域に計６カ所設置

保育所の入

所の不安解消のため、通年で申し込みを受け付

ける。入所の可否は原則２週間で回答。

◆高齢者福祉なんでも相談センター

◆介護ＳＯＳサービス

◆おとしよりぐるりんタクシー

高齢者

や家族が介護サービスの利用や生活設計、健康

上の不安などについて、保健師や社会福祉士の

資格を持つスタッフらに幅広く相談できる。

専用ダイヤルで 時

間365日、緊急の場合でも訪問や宿泊サービス

を提供する。

高齢者など

交通弱者の移動支援として運行する無料の乗り

合いタクシー。

◆高齢者世帯買い物ＳＯＳサービス

◆高齢者ごみ出しＳＯＳ

◆はいかい高齢者救援システム

体調不

良などで買い物が困難になった高齢者に対し、

電話で必要な食料品や日用品の宅配を受け付

け、買い物の負担軽減を図る。

歳以上の高齢

者、障害者のみで構成される世帯などのうち、

ごみ出しが困難な世帯を対象に、無料で戸別に

ごみを収集し、声掛けによる安否確認を実施。
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など日

常的な行動に不安がある高齢者や障害者に小型

ＧＰＳ機器を無料貸与。

共働き世帯の増加に伴い 放課後児童クラブの利用者も増えて

いる 運営に携わる保護者の負担軽減などの課題解決に向けて 市

は昨年４月に放課後児童クラブ支援課を新設 新年度から クラブ

運営に関わる事務や会計 支援員の採用などの業務の全て または

一部を外部委託するか選べる 選択的委託制度 が導入される

小学３年の長女を預ける細川

真紀さん は、長女が２年生

だった昨年度に保護者会運営役

員の会長を務めた。細川さんが

利用するクラブでは、代々２年

生の保護者全員が役員となり、

そのうち会長や会計などの役職

者６人が中心となって運営して

きた。

運営業務は予算や決算の書類

作成や児童の入所審査 保育料

の徴収 支援員の採用や給与計

算 労務管理など多岐にわたる

仕事とは別に会社を運営して

いるようだった とため息をつ

く。入所の申し込みが多く、断

る際は同じ保護者として心苦し

い思いもした 保育料滞納への

対応や 支援員の採用 時給の交

渉など 金銭に関わる業務は特

に負担を感じる保護者が多い

短時間勤務を活用する細川さ

んは、平日午後５時に保育園へ

預ける長男を、その後はクラブ

へ長女を迎えに行く。業務や会

議がある日は、子どもたちに急

いで夕食を取らせ、その後に帰

宅した夫と交代して家を出る日

々だった。複雑な書類作成や会

議の準備で帰宅が夜 時を過

ぎ、子どもたちは待ちきれずに

寝てしまったこともあった。業

務で出かけるたびに ママ また

会議？ と言われ 宿題を見た

り遊んだりする時間が取れず

寂しい思いをさせてしまった

と申し訳ない気持ちになった

「働きながら子育てをする人

のためのクラブなのに、保護者

にも子どもにも負担が大きい」

と感じていた中、新年度から「選

択的委託制度」が始まることを

知った。役員らで相談し全ての

運営業務を外部委託することに

決めた。引き続き安心して子ど

もを預けられるよう保護者会を

残し、窓口業務などで関わるこ

とにした。「役員を受けること

ができずに入所をあきらめた人

もいた。これから利用する保護

者には負担の掛からない運営体

制を整えたい」と意気込む。

１年後の春には長男も小学校

に上がり、クラブを利用する予

定だ。「今後は子どもと過ごせ

る時間も増える」と期待を寄せ

ている。同じく新年度には小中

学校の給食費無償化も始まるな

ど、市の手厚いサポートに感謝

している。
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高齢化が急速に進む中、高齢者に安心して生活してもら

おうと、市は多様な支援事業を展開している。2023年度か

ら始まった「高齢者力しごとＳＯＳ」もその一つ。重い家

具の移動や粗大ごみの処理といった力仕事を作業員が代行

するサービスで、電話のみで簡単に依頼できる。 年度は

2120件の利用があり、多くの高齢者支援につながっている。

同事業は、 歳以上の高齢

者か障害がある人のみの世帯

が対象。作業員２人が１時間

以内にできる継続性のない作

業を代行する。粗大ごみや家

電製品は処分費用がかかるほ

か、一度に依頼できるごみの

数や重さに制限がある。家具

を移動する部屋の模様替えな

どは無料で受け付ける。

市長寿社会課によると、タ

ンスやベッドといった家具の

処分、移動の依頼が多いとい

う。処分の場合、通常は自宅

の敷地内に自身で運び出す仕

組みだが、同事業では家の中

から運び出す作業も担う。依

頼者の中には涙を流して喜ぶ

人やお礼の手紙を寄せる人も

いる。

同市下大島町の平児玉安雄

さん は、使わなくなった

ソファベッドやブラウン管テ

レビの処分を依頼した。「妻

と２人では持ち上げるのも難

しい。本当に助かった」と振

り返る。近隣にも高齢者だけ

で暮らし、力仕事に困ってい

る人が多いことから、市のチ

ラシを渡して紹介したとい

う。 みんな助かると言って

いる われわれ 高齢者 は ど

こへ聞いていいかも分からな

い 電話１本でお願いできる

のもありがたい と感謝する

市は、高齢者福祉に関する

計画「高齢者あんしんプラン」

のキャッチフレーズに「日本

一高齢者に寄り添うまちを目

指して」を掲げている。平児

玉さんも「他市の人に聞くと、

高崎市は高齢者支援が充実し

ていると感じる」と実感を込

める。同事業以外にも、高齢

者や家族がさまざまな悩みを

相談できる「高齢者福祉なん

でも相談センター」の開設な

ど、多様な体制を整える。

新年度からは、地域の「長

寿会」に対し、県内の日帰り

旅行費用や健康づくり活動な

どを支援する新たな補助事業

も始まる。今後も「日本一」

を目指した高齢者への支援が

広がりそうだ。
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◆行政書士による外国人相談

◆オンライン医療通訳

外国人

住民からの多様なニーズに対応するた

め、行政書士高崎事業協同組合の協力の

もと、在留資格、国際結婚・離婚、永住、

帰化、就労、起業などの相談に応じてい

る。

市内４カ所の

病院（高崎総合医療センター、日高病院、

◆ラジオ高崎「外国語市政情報」

産科婦人科舘出張佐藤病院、黒沢病院）

でオンライン医療通訳が使える。英語、

中国語、韓国語、ベトナム語などで受診

可能。

市政情報を英語・中国語・ポルトガル

語・ベトナム語・ネパール語・スペイン

語・タガログ語の７言語で放送。

高崎市に住む外国人は１月末時点で8221人で 年前と

比べて19倍に増加している 国籍も中国 ベトナム フィリ

ピンなど多様だ 急増する外国人住民をサポートする窓口

となるのが 市が昨年４月に開設した外国人相談支援セン

ター 外国出身者を含むスタッフを配置し 従来の４言語

英語 中国語 ベトナム語 ポルトガル語 に３言語 ネパー

ル語 タガログ語 スペイン語 を追加した 映像通訳システ

ムを含めると 言語に対応している

外国人相談支援センター外国人相談支援センター

相談できる言語を拡充した

ことで 市内在住外国人の

％以上の使用言語に対応でき

るようになった 本年度は１

月末までに延べ2095人が利用

した 平均で１日約 件の相

談を受けている 相談者から

は 母国語で相談できて安心

した きめ細かなサポートで

独りではないと感じた と喜

ばれている

私自身も初めて日本に来

た時は周りの親切に支えられ

た その経験を生かして 不安

に寄り添いたい そう笑顔で

話すのが センター相談員で

米国出身の高橋アレクサンド

リアさん だ 英語と日本

語が堪能で 行政に関する手

続きをはじめ ごみ出しルー

ルや家電製品の使い方など幅

広く対応している

バングラデシュ出身で 同

市に住んで３年の男性の相談

に応じたエピソードが特に印

象に残っているという 男性

は当初 日本語の日常会話は

可能でも 漢字の読み書きが

難しかった 継続的にセンタ

ーに通い サポートを受ける

うちに 子どもの誕生に伴う

手続きなどを自力で進められ

るようになった 男性は セン

ターは外国人が地域に溶け込

むための架け橋で 欠かせな

い存在 と感謝したという

困り事や悩みを解決するだ

けでなく 相談者自身の成長

も支えている 相談内容とし

て最も多いのが 日本語を学

びたい で 本年度は１月末時

点で242件が寄せられた。生

活者としての外国人に向けた

日本語学習サイトの案内や外

国語が併記されたチラシ、パ

ンフレットなども活用しなが

ら これからも外国人住民が

住みやすい街づくりを続けて

いく
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高崎市長
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地方公共団体の最大の責務は

福祉で、高齢者が安心して暮ら

せる社会をつくることと、子育

て世代を支援する環境整備が最

も重要だと思っています。

市長に就任した頃、妻や自身

の親の介護を理由に、「仕事を

辞めたい」と言ってきた職員が

いました。期待していた職員で

したので、引き止め、仕事の割

り振りも工夫しましたが、結局、

思いとどまらせることはできま

せんでした。そのとき介護疲れ

で体を壊したり、離職せざるを

得なくなったりする人をなくし

たいと強く思いました。

ただ、どんなことに困ってい

るのか、どう手を差し伸べるべ

きなのかが分からないと実現で

きません。そのため相談を呼び

かけたり、来てくれるのを待っ

ていたりするだけではなく、こ

ちらから出向いて状況を把握す

べきだと考え、「待つ福祉」か

ら「出向く福祉」へと転換し、

今でもそれが福祉施策の基本と

なっています。

最初に手がけたのが地域包括

支援センターの再編でした。名

称も変えて、職員が高齢者を訪

問する体制をつくりました。

時間365日、電話してもらえば

分以内に職員が駆け付ける

「介護ＳＯＳサービス」はこう

した考えが基になっています。

かつて文部科学省で働いてい

た頃、子育て中の女性が直属の

上司となったことがありまし

た。仕事のできる人でしたが、

仕事が長引いて子どもの迎えを

家族に頼んでいる姿を見たこと

もあります。自分の身なりに気

を配る余裕もないほど仕事と子

育ての両立に苦労していまし

た。

その人はもちろん大変なので

すが、若い女性職員がそんな上

司の姿をいつも目にしていた

ら、仕事や子育てに希望を持て

なくなるのではないか。そうし

た思いが忘れられず、子どもを

育てながら働く女性への支援へ

とつながっているのだと思いま

す。

子育て世代への支援も高齢者

支援と基本的な考え方は同じで

す。役所で待っているのではな

く、こちらから出向いて何が求

められているのかを把握し、必

要に応じて手を差し伸べてあげ

たい。

最近、子どもや子育て世代を

見ていて「子どもの虐待死をな

くしたい」「高崎の子どもは高

崎で守りたい」との思いを強く

しています。そのため独自に児

童相談所を設置したり、「ヤン

グケアラーＳＯＳサービス」を

全国に先駆けて実施したりして

います。

今、高崎に移住する人が増え

ていますが、コロナ下でも祭り

や花火を継続して経済活動を維

持したこと、文化的な取り組み

や民間連携によるイメージアッ

プに加え、福祉や子育て環境の

充実が大きいと思っています。

今後も困っている人が何を求め

ているのかを適切に見極め、迅

速に対応していきます。
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古くから 商都 として栄え 音楽やスポーツなど文化振興を

進める高崎市 近年は豊かな自然環境と東京圏からの交通の便

の良さが注目され 移住者が増えている 福祉の分野にも力を入

れ 高齢者 子育て世代 外国人 を３本柱に支援を広げてい

る ２年前から取り組む 高齢者力しごとＳＯＳ や 昨年４月

に開設した 外国人相談支援センター のほか、今春には放課後

児童クラブの 選択的委託制度 の導入が始まる
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